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（
財
政
金
融
委
員
会
）

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
の
施
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法

及
び
財
政
運
営
に
必
要
な
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
の
公
債
の
発
行
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
（
閣
法
第
七
号
）
（
衆
議
院
送
付
）
要
旨

本
法
律
案
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
に
実
施
す
る
施
策
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
復
興
債
の
発
行

期
間
を
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
延
長
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
最
近
に
お
け
る
国
の
財
政
収
支
が
著
し
く
不
均
衡

な
状
況
に
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
の
間
の
財
政
運
営
に
必
要
な
財
源
の
確
保
を
図

る
た
め
、
こ
れ
ら
の
年
度
に
お
け
る
公
債
発
行
の
特
例
措
置
を
講
ず
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

一
、
復
興
債
の
発
行
期
間
の
延
長
等

１

復
興
債
の
発
行
期
間
を
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
の
五
年
間
延
長
す
る
。

な
お
、
平
成
二
十
八
年
度
特
別
会
計
予
算
で
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
に
お
け
る
復
興
債
の
発
行
限
度
額
と

し
て
二
兆
千
五
百
六
十
四
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
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２

平
成
三
十
四
年
度
ま
で
の
財
政
投
融
資
特
別
会
計
投
資
勘
定
か
ら
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
へ
の
繰
入
金
及
び
平
成
三

十
四
年
度
ま
で
に
生
じ
た
日
本
郵
政
株
式
会
社
の
株
式
処
分
収
入
を
復
興
債
の
償
還
費
用
の
財
源
に
充
て
る
。

二
、
新
た
な
特
例
公
債
の
発
行
期
間
等

１

平
成
三
十
二
年
度
（
二
〇
二
〇
年
度
）
ま
で
の
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
黒
字
化
目
標
や
経

済
・
財
政
再
生
計
画
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
の
五
年
間
、
各
年
度
の
予
算
を
も
っ
て

国
会
の
議
決
を
経
た
金
額
（
平
成
二
十
八
年
度
一
般
会
計
予
算
に
お
い
て
二
十
八
兆
三
千
八
百
二
十
億
円
）
の
範
囲
内

で
、
特
例
公
債
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

平
成
三
十
二
年
度
ま
で
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
化
に
向
け
て
経
済
・
財
政
一
体
改
革
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
推
進
し
、
中
長
期
的
に
持
続
可
能
な
財
政
構
造
を
確
立
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
各
年
度
に
お
い
て
特
例
公
債
の
発

行
額
の
抑
制
に
努
め
る
。

三
、
施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


